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住吉大社神宮寺西塔の建割図
斑鳩文化財センターの夏季企画展「法隆寺村の大工棟梁安田家ー安田家文書展②ー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔8月2日（木）～ 9月4日（火）〕に展示予定　

嶋田　善行
広報発行常任委員会
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❷

　平成２４年第２回定例議会は、６月４日から６月２０日まで
の１７日間の会期で開かれ、平成２３年度斑鳩町水道事業会計
決算の認定についてなど、１７議案を可決・認定等しました。
また、人事案件２件について適任と答申または同意し、報告事
案３件について報告を受けました。最終日には意見書２件を上
程し、それぞれ下記の結果となりました。

4ページに賛否の討論

5ページに賛否の討論

松田和枝氏を推薦する
ことについて、適任で
あるとの意見を答申し
ました。

寺西宏之氏を選任する
ことに同意しました。

3ページに意見書

案　件 結　果

条例

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で同意

満場一致で認定

満場一致で適任と答申

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成少数で否決

賛成多数で承認

満場一致で承認

満場一致で承認

報　告

予算

契約

規約

発議

報告

決算

人事

その他

斑鳩町印鑑条例の一部を改正する条例について

斑鳩町遺児福祉年金条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正

する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部

を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について）

平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２３年度斑鳩町一般会計補

正予算（第６号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２３年度斑鳩町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第６号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２４年度斑鳩町国民健康保

険事業特別会計補正予算（第１号）について）

（仮称）地域交流館整備工事請負契約の締結について

斑鳩西小学校（本館西棟・体育館）校舎耐震補強工事請負契約の締結について

西和衛生試験センター組合規約の変更について

奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

平群町公共下水道施設を斑鳩町住民の利用に供することについて

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて

斑鳩町公平委員会委員の選任について同意を求めることについて

平成２３年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

平成２３年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２３年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２３年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成２３年度斑鳩町土地開発公社業務報告について

外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書について

関西電力大飯原発３号機および４号機の再稼動撤回を求める意見書について

？ミニ解説
※繰越明許
歳出予算のうち、年度内支出
が終わらない理由があると
きは、予算を翌年度に限り繰
り越して使うことができる。
これを繰越明許という。
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No.73❸

外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書

　近年、全国各地において、外国資本等により、水源地域の森林等、土地の買収がすすんでいます。
　今後も、世界の水需給のひっ迫、森林の二酸化炭素吸収能力に係る価値の上昇などから、外国資本等による我が国の森林
等の買収が一層拡大することが予想されます。
　諸外国では、外国人や外国法人による自国内の土地所有について、地域を限定することや、事前許可制とするなどの制限
を課している例がありますが、我が国においては、大正１４年に制定された外国人土地法が実効性を失っている状況の下、
農地を除き、何ら制限が無いのが現状です。
　このまま外国資本等による土地所有が無制限に拡大していけば、無秩序な伐採による景観破壊、水源地域の乱開発によ
る水質の悪化や水資源の枯渇など、良好な自然環境の維持や森林の適切な管理、水資源の保全に重大な影響を及ぼし、国益
を損なうことが懸念されています。
　また、自衛隊施設の隣接地が買収される事例もあり、安全保障上の観点からの問題も指摘されています。
　よって、斑鳩町議会は国会及び政府に対し、国土保全及び安全保障の観点から、外国資本等による土地の売買や開発行為
を規制し適切な管理体制を構築するための法整備を速やかに行うよう強く求めます。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　平成２４年６月２０日　　　　　　　　　　　　
奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
1件の意見書を送付

６月定例会では、議員から提案された「外国資本等による土地売買等に
関する法整備を求める意見書について」が可決され、政府関係機関に意
見書を送付しました。
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　議会に上程された議案書は、役場３階の議会事務局で閲覧することができます。それぞれの議案について、詳しく知りたい場合
は、役場３階の議会事務局までお越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  TEL７４－１００１（内線３０２）

議会の議案書を閲覧できます
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■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

❹

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について）

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　今回の条例改正のなかで特に問題だと考えるのは、住
宅用地に係る負担調整措置の見直しによって負担増に
なる人が出るという点です。住宅用地の固定資産税・都
市計画税の評価額については、１９９２年に国が「評価
額を取引価格に近づける」として、それまで公示価格の
２～３割程度であったものをいきなり７割水準にまで
引き上げたため評価額が一気に上がりました。その後、
激変緩和のため負担調整措置が設けられましたが、結果
として地価が下がり続けても税負担が増えるという矛
盾が生じています。１９９３年を１００として比較すれ
ば、全国的に見ると、地価公示価格は４４％下落してい
ますが、税負担は３５％増加しています。
　今回の改定では、町内で２１００人が負担増となりま
す。近年、家庭の収入は増えないのに税や保険料負担ば
かりがあがっていくという社会情勢のなか、評価額が下
がっているのに負担は増えるという矛盾もあり、私は、
原因をつくった国による無茶な評価額の引き上げを厳
しく指摘するとともに、今回廃止となった住宅用地の負
担水準に係る措置特例については、商業地や農地などと
ともに継続してしかるべきだと考えます。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　今回の条例改正は、地方税法等の一部を改正する法律
が、平成２４年３月３１日に公布されたことにより、地
方自治法の規定により専決処分されたものです。
　固定資産税では、土地に係る負担調整措置等につい
て、バブル期から現在までの地価の動向等、社会経済情
勢の変化等の検証結果を踏まえ、不公平を生じさせる措
置、合理性等が低下した措置の見直しが行われており、
今後、一層の課税の均衡化に努められるよう期待するも
のです。
　また、個人住民税では、東日本大震災の復旧・復興の
現状を踏まえ、被害を受けた方の税負担を軽減するため
の措置であり、被災者の復旧支援につながるものと期待
します。
　また、今回の条例改正を行わなかった場合、固定資産
税における土地の負担調整措置や据え置き措置等の特
例措置が平成２４年３月３１日で期限切れとなり特例
措置がなくなることから、ほとんどの納税者の方の税金
が大幅に上がることとなり、多大な不利益、混乱が発生
することとなります。
　これらのことから、斑鳩町町税条例の一部を改正する
条例についての専決処分について、承認することに賛成
します。

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について）

【反　対　意　見】　木　澤　議　員

　この都市計画税条例改正についても、町税条例改正で
行われた内容と同じで、住宅用地に係る負担調整措置の
見直しによって町内で５０人の方が負担増になります。
　主旨は、町税条例改正の町長専決処分に反対する討論
と同じ内容なので省略させていただきます。

【賛　成　意　見】　辻　議　員

　今回の条例改正は、地方税法等の一部を改正する法律
が、平成２４年３月３１日に公布されたことにより、地
方自治法の規定により専決処分されたものであり、固定
資産税と同様に、都市計画税の土地に係る負担調整措置
等について、バブル期から現在までの地価の動向等、社
会経済情勢の変化等の検証結果を踏まえ、不公平を生じ
させている措置、合理性等が低下した措置の見直しが行
われたものであり、課税の均衡化が図られるものです。
　今回の条例改正を行わなかった場合、都市計画税にお
ける土地の負担調整措置や据え置き措置等の特例措置
が平成２４年３月３１日で期限切れとなり、特例措置が
なくなることから、ほとんどの納税者の方の税金が大幅
に上がることとなり、多大な不利益、混乱が発生し、行政
の信頼を損なうこととなります。
　これらのことから、斑鳩町都市計画税条例の一部を改
正する条例についての専決処分について、承認すること
に賛成します。

6 月定例会では、次の 3議案について賛否の討論がありました。
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■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

No.73❺

関西電力大飯原発３号機および４号機の再稼動撤回を求める意見書について

【反　対　意　見】　飯　髙　議　員

　再稼働に対しては、地元の皆さんの理解と国民の納得
を得ることが大前提です。もう二度と、福島第一原発の
ような事故を起こさせないために、原発に依存しない
「安全・安心エネルギー社会」への転換を急ぐ必要があ
ります。また、最終的には原発に頼らない社会を築くこ
とが必要不可欠です。今回、地元である大飯町議会が苦
渋の決断をして再稼働を容認し、大飯原発再稼働が最終
決定されました。これは、安全確保の対策・防災対策な
どの強化をはじめ日常生活の暮らしや経済面などを重
視した議会の判断と思われます。
　今後、原子力発電所の抜本的な安全対策と再生可能な
エネルギーの本格的導入などの政策が必要と考えます。
　今回の意見書では、「原子力災害を受ける恐れがある
ことから再稼働撤回」とのことですが、それでは、国民の
暮らしをどのように守るのか。これまで日本の電力供給
の３分の１を賄ってきた原発を直ちに廃止した場合、日
本の経済や国民生活を守れるかどうかを考慮する必要
があります。現在、夏場の電力不足に対して全国的な問題
となるなか、特に病院・介護施設など「人命を守るための
電力供給」については、細心の配慮が必要であることか
ら、この意見書については反対とさせていただきます。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員

　政府は大飯原発再稼動の最終決定をしましたが、安全
性が確保されているとはとても言えません。未だに福島
原発事故収束の見通しもたっておらず、まともな原子力
規制機関も設置されていません。政府が安全基準の根拠
としているストレステストも原発を推進する立場に
立っている原子炉メーカー任せのものです。こうした暫
定的な安全基準を根拠に再稼動に踏み切ろうとしてい
る政府の対応を見ると、福島原発事故の反省や教訓が全
く生かされていないと痛感します。奈良県は大飯原発の
１００キロ圏内に入っており、近畿圏内に住む私たちに
とっても非常に身近で深刻な問題です。また政府は、原
発を再稼働しなければ電力不足になると言います。しか
し、民間非営利団体の報告では、設備を再点検し昨年夏
なみの節電を実施すれば、原発が全停止状態であっても
１７％以上の余裕があるとしています。政府自身の試算
でも、最大電力需要が昨年夏のピーク実績と同程度の場
合の見通しでは、原発を再稼動しない状態で９電力会社
全体で４・１％の余裕があるとしています。政府自らが
電力不足になるという不安をあおっておいて、「国民の
生活を守るため」再稼動を政治判断したといいますが、
政府の言い分に道理がないことは明らかです。

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です
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号

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
富
雄
川

の
左
岸
に
歩
道
の
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ご
指
摘
の
上
流
の
一

部
分
に
つ
い
て
は
、
数
十
年
間
に

わ
た
っ
て
未
整
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。未
整
備
区
間
の
土
地
の
地
権

者
は
２
名
で
、
今
後
ご
協
力
を
お

願
い
し
、
前
向
き
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
数
十
年
間
に
及
ぶ
未
整
備

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
学
生
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
故
が
な
か
っ
た
の

は
不
幸
中
の
幸
い
と
思
わ
れ
ま

す
。地
権
者
と
誠
心
誠
意
、交
渉
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
地
権
者
の
方
々

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

議
員
　
自
己
水
の
確
保
に
つ
い
て

の
斑
鳩
町
と
し
て
の
対
策
、
対
応

に
つ
い
て
、取
水
井
の
数
と
、水
道

施
設
へ
の
自
家
発
電
設
備
の
設
置

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長
　
斑
鳩
町
の
自
己

水
の
取
水
井
は
三
井
浄
水
場
系
で

４
か
所
、
第
一
浄
水
場
系
で
６
か

所
あ
り
ま
す
。各
取
水
井
と
浄
水

場
に
自
家
発
電
設
備
は
整
備
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、今
後
、災
害
等
の

非
常
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
自

家
発
電
設
備
の
調
査
研
究
等
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
上
水
道
の
貯
水
状
況
と
緊

急
時
の
給
水
に
つ
い
て
、
町
民
は

安
心
し
て
良
い
の
で
す
か
。

上
下
水
道
部
長
　
三
井
浄
水
場
、

第
一
浄
水
場
、北
部
配
水
池
、白
石

畑
で
約
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
貯

水
し
て
お
り
、
通
常
の
利
用
状
況

で
は
約
24
時
間
の
給
水
が
可
能
で

す
。

　
停
電
の
場
合
も
、
自
然
流
下
で

貯
水
槽
に
貯
水
し
て
い
る
１
万
立

方
メ
ー
ト
ル
は
給
水
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
応
急
復
旧
活
動
や
給
水

体
制
に
つ
い
て
も
、
防
災
応
急
対

策
を
速
や
か
に
実
施
す
る
方
策
を

備
え
て
い
ま
す
。

 

議
員
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地

域
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
な
か
、

防
災
に
対
す
る
出
前
講
座
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
方
に

防
災
に
つ
い
て
、
よ
り
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
た
め
、
防
災
Ｄ
Ｖ

Ｄ
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
活
用
す
る
な

ど
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、町
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
防
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
防
災

グ
ッ
ズ
を
は
じ
め
、
災
害
用
備
蓄

品
の
現
物
を
提
示
す
る
な
ど
、
防

災
意
識
の
向
上
の
た
め
の
手
段
と

し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　本定例会での一般質問は、６月７日・８日の両日、６人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

２日間で延べ１５人の方が傍聴に来られました。

〝
危
険
・
危
機
対
策
は
早
急
に
〞

木　田　守　彦  議員

「防災・減災」のための
防災力と社会資本の強化を

▲高安地域の歩道未整備区間

飯　髙　昭　二  議員

一 般 質 問
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議
員
　
今
回
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
に
向
け
活
動
を
支
援
す
る
な

か
、地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に「
防

災
士
の
資
格
と
受
講
費
用
の
助

成
」を
実
施
し
て
は
ど
う
か
、町
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
今
後
、
奈
良
県
自
主

防
犯
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実

施
の
周
知
や
働
き
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
受
講
費
用
の
助
成
等
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し
ま
す
。

議
員
　
将
来
、社
会
資
本（
橋
・
高

架
橋
・
道
路
・
河
川
施
設
な
ど
）

が
老
朽
化
し
て
、
防
災
力
が
低
下

す
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。今

後
、「
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
」

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
社
会
資
本
の
老

朽
化
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
予
防
的
な
補
修
対
策
を

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

議
員
　
橋
り
ょ
う
等
の
耐
震
化
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長
　
技
術
的
な
指
針

等
、
国
な
ど
か
ら
示
さ
れ
る
判
断

基
準
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
防
災

力
の
強
化
に
つ
い
て
進
め
ま
す
。

「
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

孤
立
死
の
防
止
対
策
を

議
員
　「
生
活
に
困
窮
さ
れ
て
い

る
方
の
把
握
」「
支
援
を
要
す
る
障

が
い
児
・
障
が
い
者
の
支
援
体
制
」

を
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ

り
支
援
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

住
民
生
活
部
長
　
今
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る「
孤
立
死
の
問
題
」の

周
知
、啓
発
を
行
い
、そ
の
防
止
策

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
地
域
全
体
で
「
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
を
具
体

的
に
進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
学
校
通
学
路
の
問
題
個
所
の
解

消
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意
識
の

啓
発
に
つ
い
て

議
員
　
住
環
境
・
教
育
環
境
の
良

さ
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
き
た
斑
鳩
町
で
は
、

少
し
ず
つ
子
ど
も
が
増
え
て
い

る
。以
前
か
ら
、保
育
所
の
充
実
を

要
望
し
、
会
議
室
を
保
育
室
に
改

造
も
し
た
が
、
今
も
待
機
児
童
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

住
民
生
活
部
長
　
現
在
、
入
所
を

待
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
１
歳
児

で
１
名
、
０
歳
児
で
７
名
お
ら
れ

ま
す
。

議
員
　
一
時
保
育
で
も
、２
人
目
、

３
人
目
と
子
ど
も
が
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
親
が
、
生
活
設
計
の

た
め
に
働
き
に
行
き
た
い
と
思

い
、
非
定
型
保
育
で
申
し
込
ん
で

も
断
ら
れ
て
い
る
。広
域
入
所
で

町
外
の
保
育
所
に
行
っ
て
い
る
人

も
90
人
を
超
え
て
い
る
状
況
も
あ

る
な
か
で
、妊
娠
、出
産
、病
気
な

ど
で
利
用
す
る
緊
急
保
育
は
絶
対

に
断
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
ん
な
状
態
で
一
時
保
育
事
業
は

十
分
な
対
応
が
で
き
る
の
か
。

町
長
　
緊
急
性
の
あ
る
も
の
は

放
っ
て
お
け
な
い
。こ
れ
ま
で
議

会
と
と
も
に
、
保
育
所
に
つ
い
て

は
努
力
し
て
き
て
い
る
が
、
さ
ら

に
、
将
来
を
担
っ
て
い
た
だ
く
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
最
善
の
努

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今

後
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
町
長
が

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
も
、
デ

マ
ン
ド
方
式
や
ワ
ン
コ
イ
ン
制
な

ど
を
視
野
に
入
れ
て
、
検
討
し
て

行
く
と
答
え
ら
れ
た
が
、
検
討
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
現
在
、
先
進
地
の
状

況
等
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
11
月
の
担
当
常
任
委
員

会
に
は
、
町
の
考
え
方
を
お
示
し

し
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
実
施
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
私
の
と
こ
ろ
に
も
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
要
望
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。町
は
こ
れ
ら

の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

け
る
の
か
。

町
長
　
住
民
の
意
向
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、ま
ず
は
、白
石
畑
、錦
ヶ

丘
、夕
陽
ヶ
丘
、西
の
山
な
ど
の
丘

陵
地
の
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に
整

理
し
て
い
く
の
か
。町
の
職
員
と

社
会
福
祉
協
議
会
と
で
合
同
の
会

議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
小
回
り
の
き
く
、
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
運
行
を
求
め
る
。

▲社会福祉協議会のワゴン車

▲防災グッズ

保育所の待機児童を
　　　なくすための施策を

里 川 宜 志 子  議員

町政ここが聞きたい
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議
員
　
鳩
水
園
の
運
転
管
理
業
務

の
入
札
で
生
じ
た
異
常
事
態
へ
の

認
識
と
、今
後
の
対
応
を
問
う
。

住
民
生
活
部
長
　
前
年
度
ま
で
と

同
様
に
、人
件
費（
労
務
費
）、業
務

日
数
な
ど
に
基
づ
き
、
適
正
な
設

計
価
格
に
よ
り
、
今
回
は
予
定
価

格
を
事
前
公
表
し
、
入
札
に
付
し

ま
し
た
が
全
員
が
辞
退
さ
れ
、
入

札
が
取
り
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
辞
退
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
指

名
業
者
５
社
の
う
ち
４
社
は
、
人

員
確
保
が
難
し
く
、
価
格
が
合
わ

な
い
。そ
し
て
、平
成
23
年
度
の
委

託
業
者
は
、
予
定
価
格
が
下
が
り

金
額
が
合
わ
な
い
。ま
た
、町
議
会

等
で
色
々
と
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
業
務
を
契
約
す
べ
き
で

な
い
と
い
う
会
社
の
判
断
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

議
員
　
２
年
連
続
、
予
定
価
格
の

百
％
で
落
札
し
て
い
た
業
者
が
、

昨
年
ま
で
の
価
格
の
わ
ず
か
21
万

円
、率
に
し
て
１
％
の
減
で
、５
年

間
継
続
し
て
い
た
業
務
を
辞
退
。

　
こ
の
予
定
価
格
は
、
町
の
担
当

者
が
、
建
設
物
価
等
の
積
算
で
精

査
し
た
適
正
な
市
場
価
格
で
す
。

　
ま
た
、
町
議
会
等
で
色
々
議
論

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
業
務
を
契
約

す
べ
き
で
な
い
と
の
判
断
。こ
の

こ
と
は
、こ
の
業
務
は『
百
％
で
落

札
す
る
こ
と
が
当
然
だ
』
と
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
平
成
19

年
に
入
札
を
導
入
し
た
理
由
は
、

11
年
以
上
も
随
意
契
約
を
し
て
い

た
業
者
が「
撤
退
し
た
か
ら
」と
い

う
歪
め
た
説
明
。こ
の
よ
う
な
答

弁
を
す
る
か
ら
、
そ
の
後
の
議
論

に
チ
グ
ハ
グ
な
こ
と
が
起
き
、
疑

惑
が
疑
惑
を
呼
び
、
官
制
談
合
の

疑
い
も
生
じ
て
く
る
の
で
す
。そ

し
て
、
こ
の
こ
と
が
今
回
の
異
常

事
態
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
の
ひ

と
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
継
続
業
者
も
含
め

て
、
入
札
指
名
業
者
全
員
が
辞
退

と
い
う
こ
と
は
、
独
占
禁
止
法
に

も
抵
触
す
る
可
能
性
が
十
分
あ

り
、
今
回
の
異
常
事
態
に
関
連
し

た
業
者
に
は
、金
輪
際
、業
務
委
託

は
勿
論
、
入
札
に
指
名
す
べ
き
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
分
析
、提
案
に
対
し
て
、副
町
長

の
見
解
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

副
町
長
　
質
問
者
か
ら
の
貴
重
な

分
析
や
ご
提
案
を
充
分
留
意
し
、

今
後
の
町
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
商
工
会
女
性
職
員
に
よ
る
退
職

金
共
済
の
着
服
に
つ
い
て
。

 

議
員
　
町
内
に
あ
る
防
犯
灯
を
全

て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
れ
ば
、
電

気
代
の
節
約
や
エ
コ
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
が
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

町
長
　
他
の
議
員
や
自
治
会
長
さ

ん
か
ら
も
声
が
あ
る
な
か
で
、
年

次
を
追
っ
て
計
画
を
立
て
、
財
政

事
情
も
見
な
が
ら
整
備
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
近
年
の
自
治
会
未
加
入
問

題
に
加
え
、
防
犯
灯
の
利
益
を
享

受
す
る
の
は
、
通
行
す
る
人
全
て

で
あ
る
こ
と
か
ら
防
犯
灯
の
設
置

や
維
持
管
理
に
係
る
自
治
会
負
担

を
な
く
し
、
税
金
で
管
理
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が

強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
町

の
見
解
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
問
題
と
併
せ

て
検
討
し
、
み
な
さ
ん
方
に
示
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
園
の
充
実
を

議
員
　
町
内
で
も
っ
と
公
園
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り

ま
す
が
、
町
は
今
後
の
公
園
整
備

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

副
町
長
　
中
宮
寺
史
跡
公
園
の
整

備
を
第
４
次
総
合
計
画
の
期
間
内

に
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
に
つ
い
て

は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
な
か
で

ど
う
す
る
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
斑
鳩
町
緑
の
基
本
計
画
で

▲し尿処理施設・鳩水園

▲防犯灯

防犯灯管理の見直しを

鳩
水
園
汚
物
処
理
業
務
の

委
託
契
約
に
つ
い
て

小 　野　隆　雄  議員

木　澤　正　男  議員

一 般 質 問

❽
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は
、
小
学
校
区
に
１
つ
ず
つ
一
定

規
模
の
公
園
を
作
る
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
計
画
的
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
が

廃
止
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
野
外

活
動
の
場
が
な
く
な
る
な
か
、
新

た
な
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
を
作
っ

て
欲
し
い
と
い
う
声
と
あ
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
が
身
体
を
動
か
し
て

遊
ん
だ
り
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が

で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。

　
今
年
３
月
に
廃
止
さ
れ
た
衛
生

処
理
場
の
跡
地
を
多
目
的
に
利
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保

し
、
今
後
活
用
し
て
い
け
な
い
か

検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
要

望
し
ま
す
。

　そ
の
他
の
質
問

※
職
員
の
退
職
手
当
負
担
金
に
つ

い
て

※
国
旗
・
国
歌
問
題
に
つ
い
て

議
員
　
町
の
施
設
の
維
持
管
理
費

に
つ
い
て
、
利
用
す
る
こ
と
が
多

い
、各
公
民
館
、生
き
生
き
プ
ラ
ザ

斑
鳩
、
い
き
い
き
の
里
の
年
間
に

か
か
る
費
用
額
と
そ
の
主
な
内
訳

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
３
公
民
館
の
維
持
管
理

費
は
、平
成
24
年
度
予
算
で
、６
４

５
０
万
１
千
円
で
す
。主
な
内
訳

は
、人
件
費
が
全
体
の
約
57
％（
３

６
８
６
万
３
千
円
）、清
掃
業
務
や

警
備
保
障
業
務
な
ど
の
業
務
委
託

料
が
約
15
％
（
９
６
５
万
５
千

円
）、
光
熱
水
費
が
約
13
％（
８
３

７
万
３
千
円
）で
す
。

住
民
生
活
部
長
　
生
き
生
き
プ
ラ

ザ
斑
鳩
の
維
持
管
理
費
は
、
平
成

24
年
度
予
算
で
、
２
９
６
８
万
３

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。主
な

内
訳
は
施
設
管
理
委
託
料
が
全
体

の
約
62
％
（
１
８
５
３
万
４
千

円
）、
光
熱
水
費
が
約
34
％（
１
千

万
円
）で
す
。

　
い
き
い
き
の
里
の
維
持
管
理
費

は
、
３
３
３
５
万
５
千
円
を
計
上

し
て
お
り
、
主
な
内
訳
は
光
熱
水

費
が
約
39
％
（
１
３
０
０
万
円
）、

人
件
費
が
約
33
％
（
１
０
９
０
万

４
千
円
）、施
設
の
点
検
・
維
持
管

理
に
か
か
る
委
託
料
が
約
13
％

（
４
２
３
万
円
）で
す
。

議
員
　
こ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
管

理
費
の
合
計
で
年
間
１
億
２
７
０

０
万
円
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の

内
訳
で
光
熱
水
費
が
約
３
千
万
円

を
超
え
て
い
ま
す
。

　
電
気
や
水
道
を
今
後
ど
の
よ
う

に
効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
か
、

自
己
発
電
等
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
。

　
次
に
、
各
施
設
の
改
修
・
補
修

費
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長
　
３
公
民
館
で
は
年
間

２
０
０
万
程
度
の
補
修
費
が
か

か
っ
て
い
る
ほ
か
、
中
央
公
民
館

で
は
現
在
大
規
模
な
改
修
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、各
公
民

館
、生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
、い
き

い
き
の
里
の
法
定
の
定
期
検
査
費

用
と
し
て
、
年
間
74
万
１
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
施
設
の
維
持
管
理
や
修
繕

に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
で
す

が
、大
切
な
こ
と
は
、い
か
に
利
用

し
や
す
い
、
住
民
満
足
度
の
高
い

も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
住
民

の
視
点
に
立
ち
、
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
も
の

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し

ま
す
。

▲生き生きプラザ斑鳩

公
共
施
設
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て

伴　　　吉　晴  議員

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp)で、町議会を
クリックしてください。
NO.52（平成19年5月1日発行）からのバックナンバーも閲覧できます。
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
平
群
町
公
共
下
水
道
施
設
を
斑

鳩
町
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
龍
田
西
３
丁
目
地
内
で

平
群
町
と
の
行
政
界
に
位
置
し
、

平
群
町
道
に
面
す
る
家
屋
、
地
形

的
な
条
件
に
よ
る
家
屋
に
つ
い

て
、
効
率
的
に
利
用
が
図
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
群
町
公
共
下
水
道
を

斑
鳩
町
住
民
が
利
用
す
る
た
め
の

協
定
を
結
ぶ
と
の
こ
と
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
下
水
道
工
事
進
捗

状
況
、
６
月
入
札
予
定
の
入
札
参

加
者
、
公
共
下
水
道
接
続
申
請
状

況
、
融
資
あ
っ
せ
ん
利
用
数
、
浄

化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転
用
申
請
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
工
事
概
要
に
つ
い

て
、
紅
葉
ヶ
丘
自
治
会
へ
の
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
予
算
要
望

活
動
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
委
員
よ
り
、
岩
瀬
橋
西
詰
め
か

ら
三
室
交
差
点
ま
で
の
間
の
道
路

計
画
の
検
討
状
況
に
関
し
て
、

・
道
路
の
勾
配
に
つ
い
て

・
高
架
下
の
ト
ン
ネ
ル
の
高
さ
に

つ
い
て

・
地
元
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見

に
つ
い
て

な
ど
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
隆
寺
線
整
備
事
業
の

国
道
25
号
取
り
付
け
部
分
用
地
交

渉
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

③
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
北
口
の
５
号
線

東
側
に
残
っ
て
い
る
建
物
に
つ
い

て
、
交
渉
状
況
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
の
里
観
光
案
内
所
及
び
斑

鳩
町
指
定
管
理
者
事
業
報
告
に
つ

い
て

○
６
月
２
日
、
午
後
３
時
40
分
ご

ろ
、
稲
葉
車
瀬
集
落
の
南
方
で
、

発
生
し
た
竜
巻
に
つ
い
て

○
７
月
28
日
、
第
32
回
商
工
ま
つ

り
を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
そ
の
他

・
町
営
住
宅
の
長
田
団
地
と
追
手

団
地
で
の
ガ
ス
料
金
の
違
い
、

空
室
に
つ
い
て

・
並
松
児
童
公
園
前
の
道
路
の
通

行
時
間
規
制
に
つ
い
て

・
斑
鳩
小
学
校
前
の
水
路
の
溢
水

対
策
に
つ
い
て

・
白
山
神
社
の
横
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

・
借
地
借
家
法
に
つ
い
て

・
東
福
寺
公
園
敷
地
の
一
部
が
個

人
所
有
土
地
へ
越
境
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て

・
法
隆
寺
駅
自
由
通
路
の
広
告
に

つ
い
て

な
ど
質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
宮
﨑
委
員
長
記
）

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
は
６
月
11
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
か
ら
の
付
託
議
案
１
件
と
、
継
続
審
査
案
件
等
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

▲

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
道
路

　
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
三
室
交

　
差
点
周
辺
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厚 生常任委員会

　
付
託
を
受
け
た

　
　
５
議
案
は
す
べ
て
可
決

①
斑
鳩
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

②
斑
鳩
町
遺
児
福
祉
年
金
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

③
斑
鳩
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

④
西
和
衛
生
試
験
セ
ン
タ
ー
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
い
ず
れ
も
外
国
人
登
録
法
の
廃

止
と
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
変
更
と
な
る
関
係
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
外
国
人
住
民
に
も
、
日
本
人
と

同
じ
く
住
民
基
本
台
帳
法
が
適
用

さ
れ
、
住
民
票
作
成
や
写
し
等
の

交
付
が
可
能
に
な
り
、
ま
た
複
数

の
国
籍
が
あ
る
世
帯
の
把
握
が
よ

り
正
確
と
な
る
内
容
の
も
の
で

す
。

　
委
員
よ
り
、
在
留
カ
ー
ド
ま
た

は
特
別
永
住
者
証
明
書
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
外
国
人

が
予
防
接
種
や
学
校
の
案
内
等
の

行
政
上
の
便
益
を
引
き
続
き
享
受

で
き
る
体
制
を
、
と
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
案
件

○
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

①
平
成
23
年
度
の
ご
み
・
資
源
物

の
処
理
状
況
に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
の
事
業
系
ご
み
の

搬
入
量
は
１
２
１
８
ト
ン
、
平
成

19
年
度
よ
り
39
％
減
少
。
平
成
22

年
度
よ
り
15
％
減
少
で
あ
り
、
平

成
22
年
８
月
か
ら
実
施
し
た
事
業

系
ご
み
袋
有
料
化
に
伴
う
効
果
が

表
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

②
い
か
る
が
の
里
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　
６
月
３
日
に
行
わ
れ
た
清
掃
活

動
に
約
２
千
名
の
参
加
者
。
ま
た

回
収
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
、
可
燃

ご
み
１
０
０
㎏
、
不
燃
ご
み
６
２

０
㎏
、
草
類
が
１
１
０
０
㎏
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
平
成
25
年
度
保
育
所
保
育
料
に

つ
い
て

　
国
が
示
し
た
平
成
25
年
度
の
基

準
に
合
わ
せ
る
と
一
部
値
上
げ
と

な
り
、
保
護
者
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
か
ら
平
成
25
年
度
の
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
と
同
様
に

据
え
置
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

○
平
成
23
年
度
生
き
生
き
プ
ラ
ザ

斑
鳩
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
町
立
保
育
所
の
式
典
に
お
け
る

国
歌
斉
唱
に
つ
い
て

　
入
園
式
・
卒
園
式
に
国
歌
斉
唱

を
考
え
て
お
り
、
５
月
に
開
催
さ

れ
た
保
育
所
運
営
委
員
会
で
説
明

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
難
し
い
歌
詞
で
あ

る
国
歌
よ
り
も
、
言
葉
の
意
味
を

理
解
し
気
持
ち
を
込
め
て
歌
え
る

園
歌
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
町
有
地
の
貸
与
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
虹
の
家
か
ら
ケ
ア

ホ
ー
ム
を
設
置
し
運
営
し
た
い
と

の
相
談
が
あ
り
、
虹
の
家
（
生
活

介
護
施
設
）
東
側
の
町
有
地
を
貸

与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
斑
鳩
町

に
は
障
が
い
者
福
祉
の
ケ
ア
ホ
ー

ム
サ
ー
ビ
ス
が
な
く
、
障
が
い
者

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
他

①
３
歳
児
検
診
を
効
率
よ
く
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
る
体
制
に
つ
い

て
②
米
寿
の
祝
い
品
に
つ
い
て

③
あ
わ
保
育
園
、
送
迎
時
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て

（
小
林
委
員
長
記
）

　６月１３日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた５議案・継続審査案件及び各
課報告事項について審査しました。その主な
内容について報告します。

▲いかるがの里クリーンキャンペーン
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
２７
号
　（
仮
称
）地
域
交

流
館
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
法
隆
寺
地
区
で
建
設
を
予
定
さ

れ
て
い
る
（
仮
称
）
地
域
交
流
館

整
備
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
を

行
っ
た
結
果
、９
８
７
０
万
円
で
、

斑
鳩
町
の
有
限
会
社
栗
原
工
務
店

と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
完
成
は
、
平
成
25
年
３
月
末
の

予
定
と
の
こ
と
で
す
。

（
結
果
） 

満
場
一
致
で
可
決

　
継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
、
平
成
23
年
度
の
入
場

者
の
報
告
が
あ
り
、
入
場
者
総
数

は
、
１
１
９
７
０
人
で
前
年
度
よ

り
４
８
４
人
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、「
当
施
設
を
ど
の

よ
う
に
お
知
り
に
な
り
ま
し
た

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
藤

ノ
木
古
墳
に
来
て
」
が
23
％
を
占

め
、「
ご
来
館
の
目
的
を
教
え
て

く
だ
さ
い
」
と
の
質
問
に
対
し
て

も
、「
藤
ノ
木
古
墳
を
知
り
た
く

て
」
と
の
回
等
が
約
40
％
あ
り
、

藤
ノ
木
古
墳
へ
の
関
心
が
表
れ
た

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
立
図
書
館
の
予
約
・
リ

ク
エ
ス
ト
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、町
立
図
書
館
で
は
、

人
気
の
あ
る
本
な
ど
は
、
予
約
し

て
も
か
な
り
の
日
数
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
方
々
が
よ
り

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
リ
ク

エ
ス
ト
及
び
予
約
に
つ
い
て
、
町

内
在
住
者
や
在
勤
者
、
在
学
者
に

限
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
、
斑
鳩
町
図
書
館
協
議
会

で
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
今
年
９
月
か
ら
、

町
立
図
書
館
で
の
本
の
予
約
・
リ

ク
エ
ス
ト
は
、
町
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
方
の
み
に
変
更
す

る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
学
校
給
食
に
異
物
混
入
が
あ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て

　
斑
鳩
中
学
校
で
６
月
11
日
の
給

食
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
３
ミ
リ
ぐ
ら

い
の
幼
虫
と
思
わ
れ
る
異
物
が
、

斑
鳩
南
中
学
校
で
６
月
12
日
に
す

い
と
ん
汁
に
３
ミ
リ
ぐ
ら
い
の
幼

虫
と
思
わ
れ
る
異
物
が
そ
れ
ぞ
れ

に
混
入
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生

徒
が
食
べ
る
前
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
徹
底
し
た
衛
生
管
理

の
実
施
を
行
う
よ
う
注
意
し
、
指

導
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
よ
り
、
以
前
に
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
子

ど
も
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う

に
思
っ
て
い
る
の
か
。
納
入
業
者

に
注
意
す
る
だ
け
で
は
、
今
後
の

対
策
が
不
十
分
に
思
え
る
な
ど
の

質
疑
が
さ
れ
、
理
事
者
よ
り
原
因

究
明
と
再
発
防
止
に
心
が
け
る
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他

○
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て

○
町
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

○
斑
鳩
町
立
町
民
プ
ー
ル
開
館
に

つ
い
て

○
平
成
25
年
４
月
１
日
採
用
の
職

員
採
用
試
験
に
つ
い
て

○
斑
鳩
南
中
学
校
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト

及
び
斑
鳩
東
幼
稚
園
プ
ー
ル
の
完

成
に
つ
い
て　

　
　（
伴
委
員
長
記
）

　
６
月
14
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
１
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、各
課
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
、そ
の
主
な

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▲改修された斑鳩東幼稚園のプール

▲新設された斑鳩南中学校の
　ダッグアウト
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予 算決算常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
平
成
23
年
度
水
道
事
業
会
計

の
決
算
は
満
場
一
致
で
認
定

　
　
巳
代
表
監
査
委
員
か
ら
、
決

算
審
査
の
意
見
書
に
基
づ
い
て
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
や
財

政
状
態
に
お
い
て
適
正
に
表
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
、
当
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
表

面
的
に
過
去
数
年
間
の
平
均
利
益

に
ほ
ぼ
近
い
好
決
算
で
あ
る
が
、

今
後
、
給
水
量
の
減
少
、
設
備
投

資
に
よ
る
減
価
償
却
費
負
担
の
増

大
な
ど
が
あ
る
な
か
、
利
用
者
の

将
来
負
担
が
増
大
し
な
い
方
途
も

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
決
算
書
や
決
算
資
料

に
基
づ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

▽
財
政
推
計
で
は
、
平
成
21
年
度

は
約
２
４
９
２
万
円
の
利
益
と
な

り
、
平
成
22
年
度
で
は
約
３
４
３

３
万
円
、
平
成
23
年
度
は
約
３
２

２
５
万
円
の
利
益
が
発
生
し
て
い

る
。
ま
た
平
成
24
年
度
以
降
も
利

益
が
発
生
す
る
と
予
測
。
今
後
、

社
会
経
済
の
大
き
な
変
動
が
無

く
、
県
営
水
道
の
値
上
げ
が
な
い

と
仮
定
し
た
場
合
、
本
町
の
水
道

事
業
は
、
ほ
ぼ
安
定
的
に
推
移
す

る
見
込
み
と
の
こ
と
。

▽
水
道
事
業
は
施
設
の
大
量
更
新

の
時
期
を
迎
え
、計
画
的
な
改
良
、

耐
震
性
強
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
機
能
の
向
上
、
安
全
で
安
心
で

き
る
良
質
な
水
を
供
給
す
る
た
め

の
水
質
対
策
な
ど
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
で
、
施
設
・
設
備

の
更
新
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上

を
着
実
に
進
め
な
が
ら
健
全
な
水

道
事
業
会
計
の
運
営
に
努
め
た
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
県
営
水
道
の
契
約
水
量
と
、

実
際
に
使
わ
れ
た
水
量
は
い
く
ら

か
。

Ａ
　
契
約
水
量
は
、
２
０
８
万
ト

ン
で
、
決
算
上
で
は
、
２
０
７
万

７
千
ト
ン
程
度
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
高
安
１
丁
目
ま
で
の
水
道
管

　
　

の
ル
ー
プ
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
将
来
的
に
は
、
河
川
改
修
と

整
合
性
を
と
る
中
で
施
工
を
考
え

て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
口
径
別
使
用
水
量

及
び
使
用
料
金
並
び
に
給
水
原
価

と
供
給
単
価
」
な
ど
、
多
数
の
質

疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

　
平
成
23
年
５
月
に
公
布
さ
れ
た

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
第
一
次
一
括
法
）」
に
よ
る

地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
法
定
積
立
金
と
さ
れ
て
い

る
減
債
積
立
金
、
利
益
積
立
金
の

積
み
立
て
義
務
が
廃
止
。

　
条
例
の
定
め
に
よ
り
、ま
た
は
、

議
会
の
議
決
を
経
て
利
益
及
び
資

本
剰
余
金
を
処
分
で
き
る
こ
と
に

改
め
ら
れ
、
経
営
判
断
に
よ
り
資

本
金
の
額
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
事

業
体
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
平
成
24
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
４
名
が
退
団
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
退
職
報
償

金
２
０
７
万
６
千
円
の
増
額
補

正
。

　
ま
た
東
福
寺
公
園
敷
地
の
一
部

が
個
人
所
有
土
地
へ
越
境
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
。
越
境
部
分
の
買

い
取
り
を
行
う
こ
と
か
ら
、
２
０

０
万
円
の
増
額
補
正
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
将
来
に
お
い
て
、
同
様

の
事
案
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
、

専
門
家
に
相
談
し
解
決
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

（
飯
髙
委
員
長
記
）

　６月１５日全委員出席のもと、本会議か
ら付託を受けた　３議案を審議した結果、
いずれの議案も原案どおり認定及び可決す
ることに決しました。その主な内容につい
て報告します。

委員会のうごき

No.7313

議会73.indd   13 12/07/26   9:55



　
新
年
度
の
広
報
発

行
常
任
委
員
会
の
１

回
目
の
編
集
が
終
わ

り
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
書
き
手
の
表

現
や
思
い
を
で
き
る

だ
け
忠
実
に
掲
載
し

な
が
ら
も
、
専
門
用

語
や
分
か
り
に
く
い

言
い
回
し
な
ど
は
、

意
見
を
出
し
合
っ
て
、
手
を
加
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
何
か
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
議
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
里
川
委
員
長
記
）

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12　

☎
74-1001　

内
線
302

平
成
24年

8月
1日
発
行

No.73

委員会の新しい構成をお知らせします（平成２4年５月１１日～）

宮﨑　和彦
紀　　良治
中川　靖広
小野　隆雄
飯髙　昭二
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観
光イベント、町営駐車場、商工業、
農業、建築開発に伴う各種規制、
屋外広告、公園・緑地、駅前整
備、都市計画道路、公共下水道、
上水道に関すること等についての
調査や、議案・請願等の審査をし
ます。

小林　　誠
宮﨑　和彦
吉野　俊明
中西　和夫
辻　　善次
里川宜志子

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

伴　　吉晴
木澤　正男
小野　隆雄
中西　和夫
坂口　　徹
辻　　善次

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、文化振興財
団、財政計画、財産管理、町民
税、固定資産税、小・中学校、幼
稚園、生涯学習に関すること等に
ついての調査や、議案・請願等の
審査をします。

飯髙　昭二
小林　　誠
吉野　俊明
伴　　吉晴
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

総務、厚生、建設水道の各常任
委員会に関する事務のうち、予
算・決算に関する事務の調査や、
議案等の審査をします。

里川宜志子
紀　　良治
中川　靖広
坂口　　徹
辻　　善次

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

中西　和夫
木澤　正男
中川　靖広
小野　隆雄
飯髙　昭二
辻　　善次

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の提
出等議会の対外的問題に関する
こと等、その他議会運営上必要と
認める事項や、他の委員会に属さ
ない事項の審査、調査をします。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

予算決算常任委員会 広報発行常任委員会 議会運営委員会

▲

改
選
さ
れ
た
新
し
い
広
報
発
行
常
任
委
員

（
右
よ
り
、坂
口
徹
委
員
、辻
善
次
委
員
、

中
川
靖
広
委
員
、紀
良
治
副
委
員
長
、里

川
宜
志
子
委
員
長
）と
嶋
田
善
行
議
長
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